
                                                                         
年      月      日 

退    学    願 

      大学院文学研究科長 殿 

           フリガナ                                                                                                 

        氏  名                                印     学籍番号                    －     
                    ※必ず学生本人が署名、捺印してください。                   

        文学研究科                       コース      修士課程・博士後期課程       年  

        現住所（〒        －        ）   

                                                            TEL                           

           フリガナ 

        保護者等氏名                             印      
                     ※必ず、大学に登録している保護者等本人が署名し、学生とは別の印鑑で捺印してください。 

現住所（〒        －        ） 

                                                           TEL                            
    
      私は、以下の通り退学を希望いたします。 
 

      １. 理  由   区分：    概要：                                         
      区分は①心神耗弱、②身体疾患、③進路変更（他教育機関への入学・転学・編入学）、④進路変更（就職）、⑤経済的困窮 

⑥勤務上の都合、⑦就学意欲の低下、⑧海外留学、⑨兵役、⑩在学年数満了、⑪研究指導終了、⑫その他、から選択してください。 

       

２. 学費              年度     学期分まで納入済 
 
      ３. 学期途中退学希望【当該学期の学費納入済の場合のみ】   有 ・  無   
 
     ※翌期退学（学費を納入済みの学期の最終日付の退学）を希望せず、申請日付の退学を希望する場合は「有」を 

選択してください。この場合、学期途中の退学となるため、当該学期分は在学年数に算入されません。 

例：2024 年 4月 1 日に入学し、2025 年 3月 31 日付で退学をした場合、在学年数は 1.0 年 

2024年 4 月 1日に入学し、2025年 2 月 1日付で退学をした場合、在学年数は 0.5年 

      ４. 指導教員の承認 

          （１） 指導教員氏名                                印       

                               ※必ず指導教員本人が署名、捺印してください。 

          （２）【博士後期課程のみ】研究指導終了の判定 

※指導教員の先生方へ：該当する□に✔を入れてください。 
「研究指導終了」とは、申請者が研究指導を受けた期間が 3年以上 6年以下の場合で、 
研究指導が終了している（課程による博士学位の申請可）と判断される場合に限ります。 

         □ 研究指導終了 （措置退学、再入学不可） 

         □ 研究指導未終了（任意退学、再入学・研究生入学可、課程による博士学位の申請不可） 

      ５．確認事項 

□ 退学の申請日時は、研究科 web サイトの申請フォームでの「退学申請」が完了した時刻または 

学生証が文学学術院事務所に到着した日のいずれか遅い方の日時となります。 

□【博士後期課程のみ】「研究経過報告書」を提出し、web から「進路報告」を行ってください。 

□【博士後期課程のみ】研究指導終了で退学した場合は再入学できません。 

□【博士後期課程のみ】研究指導未終了で退学した場合、退学後に発行される証明書は 

「研究指導終了」の証明書ではなく、「退学」証明書になります。 

事務所使用欄 受付番号 WEB 申請 学生証 
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